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第六門 医学上の応用

第十七編 レントゲン診断法

第四十九章　レントゲン診断

透視法

レントゲン線に拠る診断に透視法及び撮影法の二法あ
り．撮影法とは写真乾板を用いて撮影し，透視法とは
青化白金バリウムの塗布板 ( 蛍光板と称す以下之に倣 ) 
に翳

かざ

せる影像を検するにあり．診断を行うに際しては
透視のみにて可なることあり．或は撮影に非らざれば
満足なる結果を得難きことあり，或は両者を併用して
完全なる診断を下し得ることあり．

一般に運動すべき臓器，即ち肺臓心臓横隔膜及び胃
腸の如き其臓器の運動状態を検せざる可らざるものに
在りては，必ず透視法を行いて其状態を窺

うかが

うものなり．
之に反して非動性臓器系，即ち骨腎臓等の如きものは
始めより撮影を施して可なり．殊に小骨折線又は結石
の如き細微の陰影像を探る場合には，必ず撮影せずん
ば到底之発見し難きことあり．運動性臓器と 雖

いえども

透視の
みに満足せず，其細微なる陰影を探り且つ永久に之を
保存し，後日の参考に供せん時には，所謂瞬間撮影を
施すものなり．

蛍光板 ( 透視板 ) (Fluoro-Screen 英 ; Leuchtschirm 独 )

蛍光板，通常青化白金バウリムの細粉末を紙に塗布し
たるものにして，帯微黄青色を呈せり．近時ルブレル
トはウラン石鉱石より製作せる日光にて白色を帯べる
蛍光板を作り，アストラール蛍光板 (Astral-Screen 英 ; 
Astral-Schirm 独 ) と命名せり．此者は前者に比せば蛍
光力強く耐久力大にして廉価なれば，現今アストラー
ル蛍光板を広く用う．我が国に於ても陸軍衛生材料廠，
東京電気株式会社が率先此蛍光板製作に従事し，今や
完成を市場提供するに至れり．曩

さ

きにレントゲン器械
管球等 悉

ことごと

く邦人の手に由りら作られ，又蛍光板の成功
を見しは邦家の為め慶賀に堪えず．伊太利の如き大正
七年漸く管球の製造成功せしに，我が国に於ては彼れ
よりも五年前既に独立製作に成功し，今やレントゲン
器械諸式一切は輸入品を仰がざるとも使用供せらるヽ
に至れり．

一般に蛍光板に塗布せらるヽ結晶は，極めて微小な
らざるべからず．之に反し大なる結晶のものにては，
配列不平密度不同を生じて一様に蛍光発生せず．為に
明暗交々起り透視検査の用をなさヾるが故に，結晶の
小なるものを選ぶを良しとす．第五百六十九図は蛍光
物質結晶の写真にして何れも粗大にして不良なり．第

五百七十図のものは細にして蛍光佳良なり．而して蛍
光板の蛍光力は電流及び電圧に比例して増加す．

吾人の肉眼に映ずる光の最大感度は約〇 · 五五五ミク
ロンの緑黄部の波長なり．従て蛍光板上に映ずる蛍光
の波長も之に近きもの程佳良なるは明にして，今白色
ギバ蛍光板 ( 東京電気株式会社製 ) 及び米国製品に就
きて検したる成績次の如し．
 クーリッジ管

球 繊條電流 放電々流 管球電圧 波長 蛍光のエネル
ギー最高部

 アムペア ミリアムペア ボルト ミクロン ミリアムペア

ギ バ 3.75 2 50000 0.47-0.54-0.59 174
米国製 3.75 2 50000 0.47-0.53-0.59 173.7

蛍光の発起は X 線エネルギーが蛍光板に吸収せられ，
それより更に蛍光に転換せらるヽものなれば，其転換
能率の大なる程有効なるは明にして，之を検するには
X 線吸収よりして写真法及び電離法に基きて之を試験
するなり (X 線理論篇参照 )．

緑色蛍光板 ( 青化白金バリウム ) を久しく使用すれば
光力を失うものなり．是れ該含水結晶が X 線によりて
脱水して結晶型を破壊するに基けり．而して之を日光
に曝露せば次第に旧状に復す．

今二三の緑色蛍光板に就きて試験したる成績を示せば
次の如し．

 	
管球電流

ミリアムペア

X線 放
射時間

変色 快 復 時 間
(日光曝露)
(大正八年二月)

蛍光力の半
減する迄の
X線の放射
時間

ギバ緑色
一号 2.5 15 分 帯橙黄色 1時間50分 約 2 時 間

30分
赤銅色
に変ず

同二号 同 同 同 1時間40分 同 同
米国製品 同 同 同 2時間 同 同
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第五百六十九図

第五百七十図
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術者は第五百七十二図の如く蛍光板に面し，一手に
てクリノスコープの握りを動して管球を上下或は左右
に動し或は遮光装置を開閉し，他手にて蛍光板を患者
の体部に固く密着し，或は之を遠け且つ同時に陰影部
に相対せる臓器を触診し之を圧し，或は患者の体位を
変換し，或は深呼吸を営ましめて病巣の所在を探ぐる
に在り．而して透視検査に在りては検査の順次として，
まず予め全体の陰影を視，更に左右を比較対照し，次
に遮光装置を狭隘となして部分的観察を行いつヽ病巣
を精しく視る可し．病巣の所在を知らんが為め，身体
表面に金属性目標付着することあり．例えば乳房胸骨
正中線上に，又は横隔膜上に鉛の小片を絆創膏にて貼
布するが如し．

透視を行うに当りて注意すべきは，保護装置を施すこ
となり．まず術者は第四百六十三図の如く含鉛護

ゴ ム

謨布
の胸当前垂を着し顔面を覆い，手腕には腕貫手袋を嵌
む．患者は直接管球に触ることなき様，管球前面に帆
布製衝立を置き ( クリノスコープ等には此設備あり ) ，
患者をして之に倚りかヽりて直立せしむ．若し立ち難
きときは腰掛を設置す．管球は所要外の体面に放射せ
ざる為め，含鉛硝子鐘或は同様の防禦装置ある函内に
管球納め，且つ遮光装置を施して放射区域を制限する
なり．

患者は脱衣す可し．薄き衣服と 雖
いえども

陰影を翳
かざ

すものな
り．例えばシャツを着けたるまヽ前膊を蛍光板上にて
透視するに，筋肉の淡き陰影外に猶シャツの陰影現るヽ
を視る可し．殊に婦人の肺尖部を検査するに，際し刺
繍せる半襟の陰影が診断を誤まらしむることあれば殊
更注意す可し．されば検査に先ち脱衣せしむることは
緊要なりとす．

日光によりて復帰し得るは一に紫外線の作用基くも
のにして，試に水銀石英燈を以てすれば著明の効あり．
之に反し熱線は寧ろ有害にして暗褐色に変ず．故に緑
色蛍光板は熱を受けざる場所に保存すること緊要なり．
白色蛍光板は緑色板の如くX線による蛍光疲労は，極め
て微々にして比較的熱線の作用にも堪え得るものなり．

蛍光板の大
おおき

さは種々あれども，常用として最も便宜な
るは四十対五十糎のものか或は五十対六十糎のものな
り．何れも木枠に嵌め蛍光面を含鉛硝子を以て被覆せ
り．是れ蛍光面の損傷を防ぎ，観者の顔面にレントゲ
ン皮膚炎の発する危険を予防し，又蛍光像を硝子面に
描写するの便計れるにあり．第五百七十一図の常用の
蛍光板なり．使用法は後章に説けり．

透視装置

透視を行う場合に一般管球支持脚を用うる者ありと
雖
いえども

，此装置は管球を上下に推進，又遮光装置の開閉を
迅速行う能わざるの不備あるを以て完全の透視運用に
適せず．例えば食道嚥下状態を検する際，食道検査と
して用うる造影剤が迅速に通過すると共に管球を速に
降下せざる可からざるに，此装置にて管球の上下運動
は容易に遂げざれば到底嚥下作用を完全に検し難く，
又術者に対する保護装置も不完全なれば，永年の使用
中にはレントゲン火傷を受くるの恐れあり．故に透視
には専用装置として作られたる透視装置，例えばクリ
ノスコープ又はオルトスコープを求むるを可とす．此
装置はやヽ高価なりと雖

いえども

，完全の透視検査を行い使用
簡易にして術者を労すること少く，又患者の病症によ
りては寝台となりて患者を仰臥せしめ，下方より放射
検査し得るの便あり．其他保護裝置完備もせるが故に，
不廉の価格を償いて余り有るものと謂う可し．

通常透視を行うには左の配列順となす．

　管球
　衝立 ( 透視用具付属 )
　患者
　蛍光板
　医師

第五百七十一図 第五百七十二図
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背腹位，又は腹背位放射方向は矢状位放射方向 にし
て，吾人は一に正面放射 ( 撮影 ) と云い，左右位又は
左右位方向，即ち前頭位方向を側面放射（撮影 ) と謂う．

患者が背腹位方向に於ける位置より四十五度左に或は
右に廻転せば之を斜位放射方向と謂う．若患者が左方
に廻転し管球が左後方より右前方に放射せば之を第一
斜位放射方向と謂い，又患者が右方に廻転して右後方
より左前方 放射せば之を第二斜位放射方向と謂う．而
して第一斜位，反対放射方向を第三斜位放射方向と謂
い，第二斜位の反対放射方向を第四斜位放射方向と謂
う．第一及び第二斜位放射方向は通常食道大動脈及び
縦隔竇の検査に適せる位置なり．第五百七十三図は各
位置を示す．

横隔膜穹窿の前後部は第五百七十四図の如き水平放射
方向 f にては穹窿陰影に被る．例えば K 部は検査し能
わざるが故に，背腹位或は腹背位方向に於ても管球を
穹窿部の高さより挙上し対陰極面前方に傾け，F の如
く後上方より前下方に，或前上方より後下方に傾斜し
放射し穹窿陰影を避くれば，横隔膜前後の最低部を明
に知り得るものなり．

透視に於て検査せし陰影を保存せんと欲せば，瞬間撮
影を施せば可なり．瞬間撮影は特別の技能を要するも
のにして後章に説明せり．此瞬間撮影に由りては可動
性臓器と 雖

いえども

明瞭正確に撮影し得べし．

透視を行うに当りては，室を絶対に暗闇となす可し．
窓
そうそう

牕を密に閉じ室内電燈を消燈す可し．術者予め日光
より遁れ眼を休養したる後に非らざれば影像を視難し．
明処に在りしもの忽

たちま

ち暗室に入るや殆んど何物をも認
め難きも，暫く忍耐すれば漸次周囲の事情を認め得る
に至るは人の知る所なり，レントゲン透視に於ても術
者は予め暗処に眼馴れくを良しとす．

透視検査を行うに当りて漫然影像を視る可らず．前記
の如く一定の順序を行うて検査す可きものなり．

術者は其蛍光像を細心注意して深く観察し，しかも透
視を短時間に行い正しく判断し正確の診断を求めざる
可らず．是れ実に熟練と慧鋭の眼力と拠るものにして，
再三反覆する検査は之を避く者とす．往々初学者が長
時間に涉りて透視を行い，更に思い出したるが如く再
び患者をレントゲン線曝らさしむる事を見るが，此は
将来レントゲン火傷を起す恐れあれば厳しく避けざる
可らず．

最近東北に在る某友人より次の通信を得たり．項門一
針戒む可し．

某女四十二歳，肺疾患の為に某官立大学内クリニツク
にてレントゲン検査を受けたるが，二ヶ月間に十八回
反復せられ，其都度長時間の透視なりき．然るに最後
透視検査日より七日目に背部は発赤着色し浮腫を生じ
遂に潰瘍に陥り，背部の三分の一を犯し月余に渉り疼
痛甚しく発熱し安眠し得ず．実に惨状を極むと ( 後章
レントゲン皮膚炎参照せられたし )．

透視によりて此恐る可きレントゲン火傷起せしこと
は，レントゲン医学の幼稚時代には未だレントゲン生
物学的智識を欠き其危険程度知らざりし為め止み難き
所にして，今日泰西に於て名を致せる大家は何れも此
辛き経験を嘗めたりしが，其後レントゲン線の細胞に
及す知識の啓発と共にレントゲン火傷未発に避くべき
ことは閘

せんめい

明に行るヽに至り，今西洋於てレントゲン火
傷の法律上過失罪に問れ，術者は損害賠償に応ずべき
責任ありとせらる．我が国に於ては未だ裁判沙汰を聞
かざると雖

いえども

，決して曼然として等閑に付すべきものに
非らざれば，吾人は常に警戒注意して不祥事実を法廷
に争う日なきを期せざる可らず．

透視検査を行うに当りて種々の放射方向を定む．患者
が管球を背にして蛍光板を其前胸部又は腹部に載くと
き，即ち背側より胸部に向い放射せば之を背腹位放射
方向と謂う．之に反して患者の胸部（又は腹部 ) を管
球に向け背部を蛍光板に面せしめたる位置，即ち胸部
又は腹部より背部に向い放射せるを腹背位放射方向と
謂い，患者が右胸側を管球に向け左胸側に蛍光板を置
けば右左位放射方向と謂い，之に反せば左右位放射方
向謂う．

第五百七十三図

第五百七十四図
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部に相当せる背部長方形の圧迫帯を脊柱に並行して置
き，更に其上に圧迫円筒を安置す．但し余り強く圧迫
すべからず．

此方法によれば幽門部及び十二指腸充実状態を最も明
瞭に知り得べし．而して十二指腸の充実完全なるを蛍
光板上に知りたる時は速に乾板を挿み換えて瞬間撮影
を行うべし．

右半側腹臥すれば十二指腸上地平脚圧迫を招来し，幽
門部は脊柱より右方に偏り下地平脚は脊柱と腹壁とに
よりて加工的に狭窄せられ，従て胃にも圧迫を及し幽
門及び下行部の陰影が現出す．此部の圧迫は胃の内容
を十二指腸に送出するも脊柱の圧迫は逆送を防ぐが故
に，十二指腸内容を知るの便あり．

クアオウル (Chaoul) は第五百七十五図の如き十二
指腸の経過を特に探索すべき装置を作れり．該器は
通常の検身台上に任意に置き得べきものにして，第
五百七十六図の如く底板上に 斜傾せる保護板があり，
其一端は蝶番関節に拠りて患者体位に順応すべき位置
に固定する受板 B あり．此板には乾板或は蛍光板 R を
挿入し得る設備 R を施せり．而して受板 B の他縁も蝶
番関節によりて受板を水平に，或は斜面ともなし得る
なり．底板には鏡を置き，蛍光板上の陰影を之に映ぜ
しむ．鏡は握り A にて随意に出入して蛍光陰影の位置
を適度に求む．保護板には暗函 K を付属して鏡の映像
を窺うの便に供す．受板 Bが斜面となり水平となるも，
鏡像の鮮さには差別なんとす．

患者は検査に際し腹部を受板に密着し且つ不動位置を
保たしむる為め，受板の両端に在る帯 G を以て患者の
背部を緊約す．検査に臨み医師の頭部に放射線を受く
る危険を防ぐ為め，防禦板 Sch( 鉛板 ) を設置して放射
線を遮断す．

患者の採るべき造影剤は胃に用うべきものにて可な
り．採食後四十五度の右側腹臥位にて受板上に横 ( よ
こたわ ) り固定帯を以て身体を身約す．而して透視し
つヽ幽門部が十分に現るべき位置に体位を修正して該

第五百七十五図

第五百七十六図

実大測定法 (Orthodiagraphy 英 ; Orthodiagraphie 独 )

レントゲン線は所謂焦点より放射するが故に，其陰
影の大

おおき

さは実体が光源に近
ちかず

くか或は蛍光板が実体より 
遠
とおざ

かれば，鮮明度を失うも，陰影は益々拡大せられ，
其放射範囲に在る物体の陰影は実際の大

おおき

さよりも大な
り．物理学上一点の光点を以ては如何なる場合に於て
も実物と陰影とが同大になり得ることは不可能なり．
例えば鉛線を燭光にて白紙上に翳

かざ

すに，光源の遠近に
よりて鉛線の像は著しく長きことあり，然らざること
あり．光源の遠くなるに従い益々縮小すれども，決し
て真の大

おおき

さとは一致せず．然れども放射線が物対の一
縁に正切して投じたる陰影点を描き更に他縁に正切し
て其陰影点を求め，両点を連絡すれば大

おおき

さは実物の大
と同長なり．

此故に実物と同長との陰影を求むるには，特別の方法
を講ずるなり．即ち実大測定法是れなり．此法は物体
の端縁に正切せる放射線を以て陰翳の大

おおき

さを測物理学
的方法にして生体を損傷せずして内臓の実大精を測定
する唯一の医学上の方法なり．特に診断上心臓の実大
を知るに必要にして，創案者たるモーリッツ (Moritz)
は此方法を実大測定法と命名せり．然れども吾人は其
用途を他の臓器測定にも応用せり．

現今，汎く用いらるる装置は，レビー，ドルンの創
案にして，グレデルの更に改良せしものなり．本装置
は独立せる器具なるも，オルトスコープに付属し，其
他クリノスコープにも同様設備あり．便宜上茲にはグ
レデルの新機軸のものを主眼として実大測定法の使用
法を説明す可し．其装置の主なるは，第五百七十七図
示すが如く管球 R 及び光板 Sch を U 字形 AA の金属杆
に取り付け，U 字形杆の基礎は口字形の金属枠上を滑
車によりて左右に滑動す．更に U 字形基礎 AA よりは
一金属杆が出でて此部を支点として 運動を営み，管
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斯の如管球焦点の正位を求めたる後，患者は衝立前面
に直立し，両上肢を下垂し頭部を正し，静に呼吸を営
むましめ，又患者が左右に動揺せざるため両腋窩に小
板を容れて固定す．

実大測定を施すに先
さきだ

ち，被検者の身長体重を測り年
齢を調ぶべし．而して遮光装置 Bl を縮小して金属小円
筒の周囲のみを蛍光する大

おおき

さに止め，次に管球を移動
しっつ円筒の中心 ( 即ち鉛筆尖端 ) が心臓像の周縁に
正切せば直ちに護

ゴ ム

謨球を圧して鉛筆を飛出せしめ，白
紙上に一点を描き更に他部同様に一点を描く斯く多数
に点描したる後，諸点を連続す可し．心臓の描写に
は，心臓拡張時の影像を描くものなるも，往々心臓拍
動が激しく，拡張時及び収縮時の差別を認識し能わざ
る時には，不用意的に之を点描するも可なり．而して
心臓影像を描くに当り，管球を直ちに次ぎの陰影に送
致するは不可なり．必ず心臓の周縁を点描したる後に
管球を肺臓の方に遺りて肺の鮮明部より徐々に心臓陰
影縁に移し，肺臓と下心臓との境界即ち心臓周縁に放
射線が正切せる時を描くものとす．心臓を点描するに
は少くとも総数六七十点を描き両点間一 · 五とす．但
し彎曲強き所にては〇 · 五糎の間隔に点描す可し．第
五百八十図は点描したる胸廓像なり．

球及び蛍光を共に上下す．管球と蛍光板とは五十糎を
隔離し，管球前方は遮光装置 Bl を具備し，更に其前
方に帆布張衝立を置き患者 K を其前に立たしむ．第
五百七十九図は其装置を使用する場合ﾝ写真なり．

実大測定を行うには第五百七十七図の管球焦点と蛍
光板の目標との連絡線 zmn を以てす．此連絡線上に
ある放射線は所謂正中線にして此線を以て実大測定す
るなり，されば此正中線の位置の選定は実大測定法に
於ける重大事項なりとす．今此正中線を求むるには第
五百七十八図 a の如く蛍光板 B の中央 K を貫く稍々長
き金属小円形管 T あり．焦点が円園管に正しく対向す
れば正中線 L によりて第二の蛍光板上に翳

かざ

する円管の
陰影 a は其断面像となり，正円の陰影を呈し周円は何
れも同広なり．然れども焦点位置即ち正中線 L が少し
だに他に偏すれば其断面像は一方の幅広き不正の円影
bcde を呈するが故に，茲に於て管球位置を訂正し，正
円影を翳

かざ

す位置に管球を移動して焦点を探索し固定し，
而して第五百七十七図の如く管球の後方か或は患者と
蛍光板との間に大なる白紙を薄き木板Pに貼布すべし．
又管球後方にある鉛筆 Z は正しく正中線上の位置に固
定らるるを以て，前方に下垂せる空気護

ゴ ム

謨球を圧すれ
ば，鉛筆は力装置によりて突出して白紙に点を描き，
護
ゴ ム

謨球を放てば鉛筆は旧位に戻るものなり．

第五百七十七図

第五百七十八図

第五百七十九図

第五百八十図
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身長によれば	
長径＝示指 +手広径
横径＝手拳径 +1/2 手拳
縦径＝ ( 手拳＋ 1/2 手広径 ) － 1.5 糎

体量によれば
長径＝手拳＋ 1/2 手広径
横径＝手広径＋ 1/2 手拳

年齢によれば
長径＝手拳＋ 1/2 手広径
横径＝手広径＋ 1/2 手拳

手拳径を測るには第五百八十一図の如く被検者の右手
拳を採り，拇指の第一指関節を示指第一指関節に密接
せしめ，小指の掌指関節の尺骨側よ拇指の第一指関節
に至る距離をノニウスにて測り，手広径を測るには第
五百八十二図の如く示指の掌指関節の橈骨側より小指
の掌指関節の尺骨側に至れる距離を定む．又示指関節
より第一指関節の距離を第一示指径となす．

心臓の位置及び大
おおき

さを測るため種々の線を描く．例
えば正中線，乳線等なり．就

なかんずく

中重要なるは正中線なり．
乳房は其位置必ずしも一様ならざること多きを以て，
一定の標準となし難し．

正中線を定むるには，胸骨上端に於て両鎖骨間の中央
点及び胸骨尖突起端に小鉛片を付着し，其陰影を描写
し是を連続れば可なり．

心臓の影像を描写するに，何れの点より始むるも可な
り．陰影の不鮮明にして描写の困難なる部より行うを
良とす．是描写の始めに於ては眼の疲労少ければなり．

最も注意して描写すべきは心尖部なり．通常直立位に
於ては容易に之を知り得るも，時としては横隔膜が挙
上して之を蔽うことあり．斯の如き場合に於ては一た
び深吸気を営ましむれば次の静穏呼吸する瞬間に明に
心尖を発見するものなり．

横隔膜は，呼気状態に於て之を描写すべし．左右両側
の横隔膜肋骨隅角まで描写し，左右胸廓縁は肺尖より
横隔膜肋骨隅角まで描写するものとす．

リーデルが注意したる如く，描写は食後直ちに行う可
らず．少くとも二時間後に於て行うものとす．是れ時
間を経るに従いて胃泡が生じ，心臓下端を明に見るの
利あればなり．描写点を連接したる後，正中線 ML を
画し，心臓左側の最高穹窿点より，又右側の最高穹窿
点より鉛直線 Ml 及び Mr を引き，両者の加を以て心臓
の径となし，更に静脈心房角 L ( グレデル ) より心尖に
牽引せる直線 LN を以て心臓の長径となし，又左室房
の境界より長径 LN に垂直線 OQ を，又右側と横隔膜
の境より鉛直線 UQ を引き，其加を以て心臓の縦径と
す．長径と正中線とのなす角をば心臓の斜傾角と称す．
傾斜度が小なれば心臓は直立位に近づき，然らざれば
横位に偏よれり．

心臓実大測定数字は絶対的のものに非ず．測定毎に二
乃至三粍の誤差は免れざるも，斯の如き僅少の差は実
際上憂慮するに足らざるなり．誤差の原因は心臓の運
動を瞬間に描写するものなれば，拍動の変化，呼吸の
影響が之に及すことは明にして，練習の効果は益々誤
差を少からしむるものなり．

心臓大
おおき

さは，年齢体重身長と相比較し一定の標準求め
ざる可らず．本邦人に就ては額田，今村両博士の成績
あり．特に本邦婦人に就きては著者の調査報告あり．

レビー，ドルンは手拳と心臓の比較を連続に拠りて測
り，之を以て実用せんとせり．福光学士が同法を再検し，
本邦人に於ては次の如き割合に在るを発見せり．実用
上一便法なり．

第五百八十一図

第五百八十二図
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胃腸用造影剤としては，一　無毒無害なること，二　
放射線を吸収して陰影を明瞭ならしむること，三　多
量を容易に摂取し得ること，四　廉価なること， 五　
無臭，無味なることを要す．以上の條件具備するもの
には，硫酸バリウム若くは炭酸蒼鉛あり．今日迄用い
られたる各製剤を紹介せんとす．

生体に於て胃腸の検査に造影剤を用いて胃腸の形状，
位置，大

おおき

さ，機能，蠕動或は病的変化を捜索せんと欲し，
始めて次硝酸蒼鉛を応用したるものなり．胃腸検査に
用うる蒼鉛量は大量（三乃至十瓦）ならざるべからず．
さればケストレは白陶土を混じ大量を嚥下せしめたり．
然るに此蒼鉛中毒例が屢々起りたる為め代用品として
種々の製剤現れたり．

トレルデ (Thorerde) は，ケストレが酸化トリウムに
て作りたるものにして，純白粉末無臭無味なり．小量
にて十分の陰影を与え，腸管に吸収せられざるものな
り．

コントラスチン (Kontrastin) は，ケストレの発明に
かヽるチルコンオキシードにして造影力強きものなり．
之を用うるには，モンダミン一六 · 〇，牛乳四〇〇立
方糎に混じて煮沸したる後，コントラスチン七五 · 〇
を混ずるなり．

其他セリウムオキシード及びトリウムオキシードあり
（グルンマッハ）．前者は帯黄白色の細粉末，後者は雪
白色，細粉末にして共に無臭なり．両者三と一の割合
(一八·〇と六·〇)にて混合し更に之を粥に混えて用う．

炭酸蒼鉛は次硝酸蒼鉛の代品として広く用いらるヽ薬
品なり．此者の十五瓦を水百立方糎に混じて用うるか，
或は三十瓦をオートミールに加えて患者に与う．但し
高価なるを憾とす．我国にては円城商店の製品あり．

マクワトオイゼンスタイン（レウイン）はフエロフエ
リオードにして鉄製剤なり．前者如く粥に混うるか或
はチヨコラートに混う．

硫酸バリウムは廉価なると大量に用うるも危険の最も
少きと造影度の強きにより一般に汎く用いらる．本品
購求の際レントゲン検査用品を指定し漂白料に用いら
る不純のものと混同す可からず．此者を溶液或は泥状
粥として用う．

炭酸蒼鉛硫酸バリウムは，外国製にてはメルク製品を
良品とすれども，三共株式会社，島久商店の製品は最
良にして，独逸品に比するも決して劣らず価格も亦廉
価なり．之を用うる処方次の如し．

硫酸バリウム	150.0	 	 単
たんしゃりべつ

舎利別	 若干
澱粉	  	 30.0	 	 熱湯	 	 400.0

造影剤

造影剤の応用は一八六九年伊太利人ヅート (Dutto) が
屍体に石膏液を注入して撮影せるものを嚆矢とす．其
後ヒルデブランド (Hildebrand) は之を改良してより屍
体注入液の陰影は著しく濃密鮮明となれり．其注入薬
の処方は次の如し

昇汞	 	 1000.0		 テレビン油	 200.0

を能く十分に混和したる後，微温の

黄蝋	 	 40.0	 	 豚脂	 40.0
脂肪	 	 60.0

を混じて注入液を製
つく

るべし．

ハウヒ (Hauch) は

鉛丹	 	      120.0	 テレピン油	 60.0
流動パラフィン   12.0

の割合に混合したる乳剤を用い，使用に先
さきだ

ちて薬瓶を
十分に震盪したる後注入するなり．若し臓器が萎縮し
且つ血管の閉鎖し居る場合には，

鉛丹	 	    	 80.0	 テレピン油	 50.0
流動パラフィン	 80.0

の割合に混合せしものを用うなり．フォグト (Vogt) は
此注入乳剤は血管に豊饒せる臓器の注入に適すと謂え
り．

江藤良三 ( 京都大学医学部伊藤外科 ) は，乳剤に代う
るに溶液を以てせんと欲して之を研究したるに，沃度
沃素酸，沃化蒼鉛，沃水素酸液，沃度酸液，沃度加里液，
沃度度加里液，赤色沃度汞，沃度ナトリウム液，沃度
アムモニウム液，硝酸銀液，沃化銀シアン加里液，中
性醋酸鉛液，塩基性醋酸鉛液，硝酸鉛液，アルギロ一，
イヒタルガン，ゾフオール等の極めて濃厚の溶液及び
ヨヂオンを注入すれば良き影像を獲ることを知れり．
前記沃度酸溶液 ( 蒸留水一〇〇立方糎に沃度酸一五〇
· 〇を溶解せり ) 及び沃度沃度加里液 ( 沃度加里の飽和
液に沃度を飽和溶解せるもの ) の濃厚なるものは強き
圧力を以て注入するも静脈内進入せざれば動脈管の検
査に適するのみならず其造影度強し．又沃度水素酸，
沃蒼鉛，沃度水素酸又は赤色沃度汞，沃度加里の濃厚
液を以てするも亦同良果獲．又中性醋酸鉛及び塩基に
醋酸鉛を熱して濃厚液を作り，之にゲラチンを溶解し
高温にて流入すれば凝固するを以て，血管像のみなら
ず血管の走行を剖見し得る便あり．沃度加里，沃度ナ
トリウム，又硝酸銀の濃厚液にゲラチン及び色素を加
入したるものを，常温にて血管内に注入すれば明瞭の
レントゲン像を獲るのみならず，猶一日間一〇 % フォ
ルマリン液内に貯うれば凝固するの便ありと．
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ホルツクネヒト，リヽエンフェルド (Lilienfeld) 及ポ
ルデス (Pordes) は所謂瘻管注入棒を作れり．即ちルコ
ンオキシードにカヽオ脂の等分量に五％キセロフオル
ムを混合し，長さ八糎口径四糎の小棒を作れり．西田
次鷹は余が教室に於て研究し之を改良するに至れり．
更に之を改良し長さ四糎となし，太さ五粍，八粍，十
粍三種の大中小棒を作り，消毒紙にて包む．小桿は小
瘻孔に，大棒は大瘻孔に挿入す．其後同氏は更に改良
して次の処方を用うるに至れり．

　　　Ａ桿	 	 	 	 	 　　　B桿
塩酸キニーネ	 	 5.0%	 塩酸キニーネ	 5.0%
沃度フォルム	 	 10.0% 	アイロール	 	 10.0%
単寧酸	 	 	 1.0%	 単寧酸	 	 1.0%
キセロルフォルム	 30.0% 	キセロルフォルム	 30.0%
カカオ脂	 	 	 100.0	 カカオ脂	 	 100.0

AB 桿に於ては単に沃度フォルムをアイロールに代う
る．之れ沃度フォルムの特異性を有するものあれば B
桿を用う．何れも消毒パラフィン紙に包み暗所に貯う．
長さ七糎若しくは八糎，太さ〇 · 二糎又は〇 · 四糎とす．
氏の研究に由るに，此瘻管棒はレントゲン像を鮮明に
現すのみならず，一たび瘻管を送入すれば，管分泌液
の漏出が減じ良性肉芽が発生して自然に治癒するもの
にして，レントゲン検査に兼ぬるに治療の目的を遂ぐ
るなりと．

此小棒を瘻管に送入せんと欲せば，ピンセットにて
小棒を挿み徐々に管内に送入す．而して第一棒が送入
し了れば引続き第二第三棒を入るべし．小棒の内部に
入ると共に，瘻孔より分泌物を流出するを以て，ガー
ゼにて之を拭除すべし．小棒が体温によりて溶融する
や往々体外に逆流する恐れあるを以て布片にて孔口を
閉じ軽く圧するを可しとす．カヽオ脂の溶融点は低く，
瘻管内に於て液体となり，開口部に近き所にては軟く
なりて孔口部を閉塞す．此際一二分間軽く圧すれば，
内方に進行して第二小棒の送入を易からしむ．小棒の
最早や送致し能わざる時，瘻孔口の目標として消毒せ
る金属小環を絆創膏にて貼用して撮影す．此方法によ
れば瘻管の形状を明に知るものなり．即ち瘻管は一定
の所に於て狭窄道を有し，孔口部に於て漏斗状に拡大
するを知るなり．其他細小の岐道の陰影をも発見し，
能く中心部の存在瘻管の所在方面を容易に明に得べし．

又近時リヽエンフェルドは脂肪剤を基本とせる小棒は
脂肪溶融後に於て膿液との混和不可なるを発見し，カヽ
オ脂に代うるに半乾燥性ゲラチンを用いて一層よく瘻
管道の細微までも探るを得たり．之れ膿汁との混和容
易なるを以て陰影は前者なるよりも濃厚なりと謂えり．

是を製するには，まず澱粉を熱湯に加え所謂葛湯を
作り，更に他皿に硫酸バリウムに少量の水を加え，之
を攪拌して濃泥状となしたるものに此葛湯を注ぎつヽ，
十分に硫酸バリウムと攪拌混和して，砂糖，単

たんしゃりべつ

舎利別，
薄
は っ か

荷油又はワニリン水の如き香料又甘味料を加う可し．
澱粉の多寡によりて汁粉状となり，或は乳糜状ともな
れり．食道検査用として殊に固き造影を要する場合に
は，硫酸バリウム入葛餅を賞用す．硫酸バリウムは粉
末のものなれども，薬品の湿潤せしときは塊まるが故
に，乳鉢にて之を細擦して用う可し．小塊が存在せば
食時に際し不快感を起すものなり．近時余は上記の処
方の調剤を簡単ならしむる目的として，複方硫酸バリ
ウム (X 診断用 ) の合剤を作れり．此者にては適当の水
を入れ攪拌すれば粘稠の造影剤を得．長く放置するも
硫酸バリウムの沈澱する恐れなく，調味を交えたる以
て嚥下するに苦痛なく小児も好んで飲用す．

純良硫酸バリウムを用うれば何等の危害なきも，不良
不純品を誤用せば中毒症を発す．其症状はバリウム塩
が溶解して起すものにして，局所を刺戟し又口腔の灼
熱心窩部疼痛吐瀉を発す．其他中枢神経に作用して痙
攣を喚起し，心臓及び血管壁の筋肉を刺戟して恰もヂ
ギタリス中毒に類似せる症状を呈す．其他一般に滑平
筋に作用して収縮を促せり．吸収中毒に現る嘔吐下痢
は，主として之に因れるものなり．

余は多年純良なる硫酸バリウムを使用すれども，未
だ不快なる 事件に遭遇せず．独逸にては薬用としてに
二十六種の硫酸バリウムあれども，其十五種は全く医
薬用に供せられずと．使用者は特注意して純良品を用
うれば決して危険を慮

おもんばか

る必要なし．

其他，胃の機能を検する目的に提供せられたるものあ
り．シュワルツのヒブロデルム蒼鉛嚢は，牛の腸間膜
を以て純良の蒼鉛四瓦及び中性のペプシン二十五瓦を
包みたる小嚢にして，胃の消化検査に用いらる．又ト
ルナイ或はコーンの浮遊及び沈降蒼鉛膠嚢あり．両者
各別に製造せしものなるが，何れも胃の消化液の存在，
幽門狭窄，或は食物の排出状態を知るに用う．其嚢は
何れも大豆大にして，浮遊嚢には半ば空気を容れ半ば
蒼鉛〇 · 五を容し，沈降嚢には蒼鉛一 · 〇を以て全く充
たしたるものなり．之を胃に投ずれば，前者は胃液表
面に浮び，後者は胃底に下降す．其膠嚢は胃液に溶解
せざるグルトイトと若しくはゲロツラートにて製られ
たるものなり．

瘻管の走行方向及び内腔状態の検査として，カール，
ベック (Karl Beck) は炭酸蒼鉛一部とワゼリン二部との
混合泥膏を注射器にて瘻管に注入して撮影せり．然れ
ども此注入は十分に瘻管を中心端まで充実し難きと，
一たび注入したる薬液の容易に流出するの欠点あり．
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器に注入す．此際患者自らは拇指と示指とにて舌を引
き出し，静に呼吸すれば声門は開くが故に声門上又は
声門内に注入すること容易となる．通常坐位にて行う
ものなるが，油類の短時間に気管支分岐部に達す．解
剖関係より右下葉流入し易きものなれば，注入葉の位
置により，右側或は左側臥を命じ更に後に骨盤高位を
とらしむ．注入の際，咽頭及び喉頭壁に器械触接せざ
る様注意すれば無刺戟なり．何等副作用を見ず．

ロ　脊髄蜘蛛膜下腔の注入法に，腰椎穿刺と後頭骨下
穿刺 ( 小脳延髄槽穿刺 ) とあり，何れも油剤の一乃至
二 竓

ミリリットル

を用う．後頭骨下穿刺は解剖的関係を知悉して
行えば何等憂うべき所なし．注射前に脊髄液の検査及
び液圧の低下の目的と且つ注入油剤の量に応じて脊髄
液の二乃至十滴を抽出す．

脊椎管内の主要又は圧迫によりて管内の閉塞せられ
たる部位の下界を診断するには腰椎穿刺法を行い，注
入後に患者に骨盤高位をとらしむ．上界を定むるには
坐位を命じ，後頭下穿刺して油剤注入したる後，レン
トゲン透視しつヽ油剤の脊椎管内通過又は停滞状況を
検すべし．上行性油剤 (Lipiodol ascendant, Lipiodol 
montant) は軽油剤にして，腰椎穿刺に用うれば上行し，
骨盤高位を採らしむる必要なしとす．後頭骨下注入後，
約数分間にして蜘蛛膜下腔最下部に達す．最も狭隘な
る第四胸椎部に油剤の一時的停止することあり．又脊
髄後根部に小滴の付着する場合も亦多ければ特に注意
すべし．

注入後の撮影は斜位 ( 第三又は第四位 ) に於て行うを
可とす．正面及側面像は往々にして不明に陥る欠点あ
り．

注入後の副作用として体温上昇 ( 一度 )，軽微の頭痛，
食欲不進，下肢疼痛，倦怠等なり．通常一二日長きも
三日にて消散す．

ハ　腎盂撮影には梶田はリピオドールを稀釈せるもの
を常用せり．即ち胡麻油にて二倍量に稀釈したる該油
を重湯煎上にら約十五分より二十分間消毒して使用せ
り．或は三倍稀釈するも可なりと．畢竟原油のまヽに
ては粘稠に失し，輸尿管消息子を通過せしめ難くれば
なり． 其技法は一般の腎盂撮影法と同じ．

ニ　尿道には梶田は胡麻油にて三倍に稀釈し，重
じゅうとうせん

盪煎
上にて消毒したるものを注入したる後，亀頭を挿み液
の流出を防ぎて撮影す．

ホ　子宮及び喇叭管に注入するには，排尿後子宮洗
滌を行いてから撮影台上に臥仰し，股間を開かしめ臀
部に枕を加えて挙上，子宮鏡を挿入し子宮鉗子を以て
子宮を固定し，予め消毒したるウルツマン注入器にリ
ピオドール油一〇乃至一五 竓

ミリリットル

を盛りたるものを子宮

沃度が比重大なれば陰影を生ずるを以て，其製剤を
使用することは上述の西田氏瘻孔棒にても知る所なり．
殊に沃度の植物油混在は無刺戟なる為め，一層の応用
が広しとす．而して今日市場にあるもの仏人ラプイ 
(Lappy) のリピオドール (Lipiodol) と独逸メルク会社の
ヨヂピン (Jodipin) なり．何れも 目的を共にし製剤上
に大差なければ専ら我が国に使用せらるヽリピオドー
油に就きて一般を記述すべし．

リピオドールは無臭，琥珀黄色，粘稠なる植物性油に
沃度を合ませくたものにして比重一 · 三五，沃度含有
量四〇 % なり． 一 竓

ミリリットル

内に〇 · 五四瓦の沃度を含有
し，沃度と油との混合密にして沃度の分離すること極
めて緩慢なれば，人体内に於て刺戟症候を呈すること
なし．仏製のものは罌

け し

粟油にして，独逸製は胡麻油を
用う．

本剤は始めには治療薬として製造せられしが，
一九二一年にシクカード (Siccard) 及びジャクケー 
(Jacque) がＸ診断に応用したる以来，今日に於ては有
力なるレントゲン診断の一補助となり，一 竰

センチリットル

，二
竰及び五竰のアムプレー品が提供せらる．用途の大小
に応じて各アムプレーを用う．更に脊柱用として上行
用，下行用の区別あり．肺組織内，関節腔 ，脊柱，脳
腔 ，泌尿器系，子宮喇叭管及び瘻管又は外科的化膿巣
に注入す．

本剤の使用したる報告は漸次増加するの勢なるが，
就
なかんずく

中村上純一博士，堀田之 ( 海軍々学校 ) は最も早く
之を報告したる同人なり．次下，各用途の技能を説明
せんとす．

イ　 気管支注入には，声門上注入，喉頭内注入，甲
状環状軟骨間注射，及び気管支内注入の諸法あるが，
甲状環状軟骨間注射は小児に適用すべく， 肺結核，悪
臭あるを多量に喀出する場合に賞用すべし．局所の麻
酔後，左示指を以て位置を定め環状甲状靱帯に垂直に
トロカールを刺し気管内に入れ，続いて軽く動かし，
トロカールを気管壁に並行に置き，外表に在る三角板
を頸部の前面に当て紐にて顎に固定したればマンドリ
ンを去り，三乃至五 竓

ミリリットル

のノボカイン液を徐々に気管
内に注入し，三四分間を経過せし後リピオドールを含
める注射器に小護

ゴ ム

謨管を付し，斃死呼吸のまヽ気管内
に徐々に注入す．一回に五乃至三〇 竓

ミリリットル

を用う．施後
カニューレを除き局所に沃

ヨ ー ド チ ン キ

度丁幾を塗布して施術を終
る．又注入三十分前に於て，パントポン又は莫

も ひ

比 [ 校
注：モルヒネ ] 半筒乃至一筒の皮下注射を行いたる後，
一〇 % コカイン液七八滴を喉頭巻綿子に付け，咽喉頭
殊に会

え え

厭軟骨 [ 校注：喉頭蓋軟骨 ]，舌根等に広く塗布
し，約五分後に喉頭鏡にて喉頭照射しつヽ，三十七度
に温めたるリピオドール一〇乃至一五 竓

ミリリットル

を喉頭注射
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弾丸例に於て弾丸の所在詳知せんが為に，弾丸，眼球
を正中線上に置きて屈側を蛍光板に当て，透視して弾
丸が尺骨か，或は撓骨に隠蔽せらるヽか，或は両骨間
に介在せるか，或は両骨外に在るかを検し，更に尺骨
側を蛍光板に当て，弾丸，眼球を正中線上に置きて弾
丸の屈側か或は伸側に在るかを定むるなり．

而して其位置を硝子鉛筆か或は硝酸銀棒にて皮膚上に
描き，摘出切開口の標準となすものなり．

ペルテス (Perthes)， グルュンフエルド (Grünfeld)， グ
ラセイ (Graschey) は，何れも透視に兼ぬるに手術を施
す可き装置を作れり．グラセイの装置は机下に管球を
置き，下方より上方に向い放射せしめ，術者は一眼を
蛍光板装置 ( クリプトスコープ ) に当て他眼を以て手
術を施すなり．

レビー，ドルンは，例えば胸廓内異物を次の如くに捜
れり．即ち管球位置を異物と同水平上に定め，小金属
性目標を胸廓上の任意の所に仮置して，弾丸及目標の
陰影の相重ぬる位置を求めて其陰影位置を皮膚上に記
し，更に胸廓の他側にも亦目標を置きて弾丸と相重る
レ陰影位置を定む．レントゲン線が直線上に走向すれ
ば，異物は此二結合線の交叉点に在るは明かなり．而
して此所在部位が明確に知らんが為め目標上に於ける
胸廓の外囲を鉛線にて型取り之を白紙上描写し，更に
目標及陰影の所在点を精確に計りて其描写図上に置き
て両者を連続する直線を引き，其交叉せし所を求めて
所在位置を定むるなり．

ガレアッチイ (Galeazzi) の計算尺度は第五百八十三
図の如し異物の位置を測るに便宜なるものなり．其使
用法は第五百八十四図の如く例えば焦点蛍光板距離を
五十糎に定む．此距離は必ず精確に測らざるべからず．
患者は安静に体位を保ち，しかも術者の命の下に浅在
呼吸を営まざる可らずして，管球位置 R1 を異物 F と
同一方向に定め，陰影点を胸廓上の目標 Z とし，更に
管球を同平面上にて側方に例えば十五糎 R2 移せば，異

口内に送入し，更に他の鉗子を以て子宮口を密着固定
し，油の漏出せざる如く注意し，子宮鏡を抜き去りて，
徐々にウルツマン注入器の塞子を圧しつヽ油を子宮腔
内に送致す．この際加うべき圧力は張力三百までとす．
高張力にては輸卵管破裂を招致する危険あり．若し張
力計を用いざる場合には約三分間以上を費す程度にて
徐々に送るものとす．注入し了れば直ちにレントゲン
写真を撮るべし．或はオルトスコープにて仰臥位のまヽ
透視しつつ注入し，蛍光板上に於て子宮腔内及び輸卵
管の生理的状況を観察し，必要に応じて撮影す．撮影
了れば子宮鉗子を去り，ウルツマン注入器を抜き，子
宮を洗滌すべし．本法は子宮付属器の生理を窺知する
唯一の法なり．此子宮付属器注入法を行うに，注入油
を徐々に圧入すれが何等危険を伴わず．まヽ注入直後
下腹部に牽引様疼痛或は軽き膨満を訴うに過ぎず．

ヘ　瘻管撮影も西田瘻管棒と同様に油剤を注入するも
毫も刺戟症候を起さず，且つ著しく良好の機転を示し
治療的効果を発揮す．

異物位置探索法

身体内於ける異物の所在部位をレントゲンにて探索す
ることは，之を除去するに際して緊要の検査法なるも，
其位置を正確知るの方法は至難なり．欧洲戦争は此方
面に幾多の研究を重ね種々の考案せられたる方法多し．

一般に乾板又は蛍光板に近き物体影像は遠きもよりも
鮮明に且つ実大に近きものなるが，乾板又は蛍光板を
愈
いよいよ

々遠
とおざ

かるに従いて，其像は愈
いよいよ

々不明となり且つ増大
す．例えば前膊に弾丸が嵌入せし場合， 蛍光板を屈側
に載するに弾丸陰影の鮮明度合及大

おおき

さの伸側よりの検
査に比して一層明かとなれば，屈側に存在せることを
知るに足る可し．

其他管球を動して其陰影の移動距離を測りて，物体
位置を知ることあり．物体の蛍光板より遠

とおざ

かるに従い
其移動距離の範囲は大きく，又蛍光板に近きものは之
れより遠きものよりも其移動距離は短し．今是が小実
験を示さんに，指尖を白紙より遠

とおざ

け，又鉛線を白紙に
近
ちかず

けて同時に此二者をランプにて翳
かざ

すに，ランプの位
置によりて指尖の陰影が鉛線の陰影を上下するを見ん．
更に前膊の弾丸例に就きて謂わんに，管球を四十乃至
五十糎の距離に置き，前腕を動して弾丸の屈側か或は
伸側に在るかを探ぐるとき，前膊を水平位となし屈側
を蛍光板に密接せしめて管球を上方より下方に動すに
異物の陰影の移動の大なるときは伸側にあり，然らざ
るときは屈側に在り．

異物を捜索するには相異なれる方面よりして，其面に
鉛直方向に放射して之が位置を求むるを要す．前記の

第五百八十三図 第五百八十四図
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の垂直線引き長さを e とし，又 A1A2 間を a とし，B1B2

間を b とし，更に PQ 間即ち異物の深さを x とすれば，
今三角形 A1PA2 と三角形 B1PB2 とは相等しきが故に

	 	 PB1 : PA1 = B1B2 : A1A2

	 	 B1B2 = b， A1A2 = a なるが故に
	 	 PB1: PA1  = b : a
	        又  PB1 : PA1 = PQ : PR

	 	 PQ = x   PR = e - x なるが故に
	 	 PB1: PA1, = x : (e - x)
	 	 ∴ b : a =  x : (e - x)
	 	 ax = b(e - x)
	 	 ax = be - bx
	 	 ax + bx = be
	 	 x(a + b) = be
	 	  ∴ x = be / (a + b)

今一例を以て示さんに e = 50, b = 0.5, a = 6.5 とすれば

	

即ち異物の深さは乾板より三 · 五七糎なり．

フュールステナユ (Fürstenau) は第五百八十七図の深
部計器を作れり．

物の陰影は之と反対側 P に於て翳
かざ

す．今両陰影間を尺
度にて測り二糎ありとすれば，此計算尺度を用いて五 ·
九糎の深さに在るを知るなり．

大山薫の計算器は全く之と同様にして，第五百八十五
図の如し．焦点乾板距離五十糎に精確に定めて放射し，
更該乾板を其儘に置きて管球を同高にて三十糎或は
二十糎だけ左又は右に移して再び撮影すれば，同一乾
板に二個異物陰影現せり．今此異物撮影像間距離を CD
間の尺度にて計り，一 · 五ありとせば，此所より A 又
A' に向いて直線を描き，尺度 BC 線と交叉したる点を
C より測れば，異物所在位置 ( 深さ ) を知るにあり．管
球移動を二十糎とすれば A' 点を，三十糎の移動なれば
A点を選ぶなり．

数式にても之と同様の結果得．第五百八十四図に於て
管球距離五十糎に於て第一回管球位置を R1 となし，異
物 F と同光軸上にありて Z の陰影点を作り，第二の管
球位置 R2 即ち十五糎移したる時の陰影を P とし，PZ
間が二糎ありとすれば茲に FR1R2 及び FZP の三角形を
生ず．然るときは

	 	 FZ/PZ = PR1/R1R2

	 	 PZ = 2
	 	 R1R2  = 15 なるを以て
	 	 FZ/2 ＝ FR1/15
	 又 FR1 は 50 - FZ なるを以て上式は
	 	 15FZ = 2 (50 - FZ)
	 	 15FZ = 100  - 2FZ
	 	 17FZ = 100
	 	 FZ = 100/17 = 5.8823 糎

此五 · 九八糎は乾板上よりの計算なるが故に，皮膚面
よりは多少減ずるものなり．

インメルマン及びシュッツの法にては，第五百八十六
図の如く異物 P の深さを測るに管球位置 A1 及び A2 よ
り放射して乾板上に B1 及び B2 の陰影作り，A1 と B1 又
A2 と B2 とをそれぞれ連結すれば二個の二等辺三角形
を得．而して A1A2 の中点 R より B1B2 の中点 Q に RQ

第五百八十五図

第五百八十六図

第五百八十七図
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固定法

局部の位置を固定するに砂嚢を以てするも，頭部如
き場合には患者の顔面を掩い不快感を与うる不便あり．
斯る不備を償う固定法にロービンソン (Robinsohn) の
名
なず

けん縦裂孔交叉繃帯  (Schulitzbinde) 固定法あり．即
ち 第五百八十九図の如く幅広き繃帯を長さ二米に断
ち，其中央を三糎程縦に裂きて局部，例えば頭部を此
繃帯上に載せ繃帯の他端を此縦裂孔に入れ，局部の表
面中央に於交叉して局部を括約し，其両端を台端より
下垂し，同量の分銅を之に懸ること第五百九十図の如
くなす可．

此固定法は頗
すこぶ

る簡単にして被検体を任意の位置に固定
し得るのみならず，薄き繃帯なれば局部の上を纏

てんらく

絡す
るも何等陰影上に悪影響を及さざるものなり．此繃帯
を局部より除くには，まず両分銅を同時に挙上して取
去る可し．若し一方のみを取去らんが一方の分銅は其
重量によりて局部を俄かに牽引し苦痛を与うることあ
り．縦裂孔交叉繃帯は使用毎に新鮮のものを用に得ら
るヽが故に患者に毫も不快感を与えず．

ライニーゲル，ゲーベルト，シャルト会社は第
五百九十一図の固定帯を考案せり．患者の身体 K を幅
広き弾力帯 B にて緊約し，撮影台に付属せる固定装置
W にて固定するにあり．而して其弾力帯下には空気枕
D を納れ枕内に空気を送りて之を膨脹せしめ局部深く
圧迫せしむ．此装置は腎臓撮影又は婦人科治療法用に
適せり．第五百九十二図は其使用写真なし．

第五十章　撮影

撮影の準備

レントゲン撮影に際し患者は撮影時間中安静体位を
保ち，其位置を変ず可らず．局部を乾板に出来得る限
り密接せしめ，身体の肥瘦により管球焦点乾板距離を
四十乃至七十五糎となし，管球皮膚間を少くとも三十
糎以上の間隔かに置かざるべからず．

砂嚢

身体を固定するには第五百八十八図の砂嚢を用う．砂
嚢は幅三寸長さ一尺のもの及幅五寸長さ一尺五寸も
のヽ二種となし，何れも二重金巾嚢内に乾燥清潔なる
細砂を約八分程納る．若し嚢内に砂粒を十分充実すれ
ば強

こわ

ばりて四肢を圧抵するに却
かえっ

て不便を覚う．斯の如
き大小の砂嚢各々四個を用意す可し．

今此砂嚢を以て患者局部付近の上下部を固定するは，
勿論身体の動く可き部分には砂嚢を加えて安定を謀る
べし．往々にして撮影に臨み患部のみを無理に乾板上
に載せんとする人あるも，斯の如きは患者をして疼痛
を忍び堪えんと務めしむる為め搖

うご

き，却
かえっ

て像の不良を
招くことあり．故に撮影するに臨みては患者の体位を
なるべく安

やすら

かなる位置に置かしむることによりて局部
は自ら安定となる．是れ苦痛の最少き体位なればなり．
而して局部を乾板に密接せしむ，否乾板を局部に密接
せしむ可し．例えば膝関節の側方撮影を行うには，患
者を寝台上に側臥せしめ臀部背部に砂嚢を添加して身
体の移動を防ぎ，大腿の中央及び下腿の末節を砂嚢に
て固定し，膝関節の側面を乾板上置かしむるも猶膝関
節は乾板と離るヽ部分多ければ，此際足下砂嚢を納れ
て軽く挙上すれば膝節の側面は自から能く乾板面に密
接するものなり．若し足を挙上せずして膝関節を乾板
に密接せしめんと欲し，局部を強いて圧するが如き手
段は避けざるべからず．凡て撮影に際しては局部の安
定に限局せずして，全身の安定位置を講ずることは局
部をして自ら安定を保たしむるなり．例えば家屋建て
んと欲するには基礎工事を堅牢に施すが如く，局部の
撮影には先ず全身の安定法を講ぜざる可らず．撮影像
の不良を嘆く者多くは此全身固定法を知らずして，唯
局部固定法に満足せんする短慮の罪なり．

第五百八十八図

第五百八十九図

第五百九十図
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シーメンス，ハルスケ会社は第五百九十三図のシュ
ミット考案に由る四肢又は頭部固定装置を公にせり．
該装置は複雑にしてえ使用法の煩しき嫌あるも棄て難
き所あり．第五百九十四図は其使用法の写真なり

第五百九十五図は，専ら米国に於流行せる頭部固定
器にして方形台に押

お し て こ

抵子を対立せしめ其間に頭部を箝
めて固定す．而して固定器床底は写真乾板取枠用とな
り，側方より乾板の出入の便に供す．

其他日常撮影には欠く可からざるものに非らずと
雖
いえども

，例えば股関節，腎臓撮影に際し膝を屈するに，第
五百九十六図の三角形台を用れば固定に便なり．又
足関節正面撮影に際し足を直角に曲ぐるとき，第
五百九十七図の直角固定板を用うれば便利多し．

ヘーニシュは腎臓撮影の際，腹壁を圧迫するに第
五百九十八図の如き木

もっこう

爪の枕を用いたり．此枕にはレ
ントゲン陰影を生ぜざる細き繊維のものを選び，七八
枚重ねて円形の枕となし木綿にて被いしものなり．

第五百九十一図

第五百九十五図

第五百九十二図

第五百九十三図

第五百九十四図

第五百九十六図

第五百九十七図

第五百九十八図
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の如く遮光板遮光円筒共に同一口径 ( 前図と同じ口径 ) 
とせば硝子壁 O より発す硝子線 ef の乾板 P に到来す
ること少く，前者に比し其作用範囲著しく減ぜり．是
れ O よりの硝子線 gh は円筒の内面にて遮断せられ，
従て有害なる二次線を大

おおい

に制限して明細なる像を獲せ
しむるものなり．曩

さ

きに骨盤像の不明なりしものも，
今此遮光円筒装置を用うることによりて明瞭のものを
容易に求め得るに至れり．遮光円筒装置は管球支持脚
に付属せるものあり．或は独立せる装置のものあり．

然れども撮影物体内に起れる二次線所謂身体線を全
く無害になすことは硝子線の制限に比して数等困難な
り．此身体線は透過せる物体の容積の大なれば大なる
程増加し，乾板のカブリは益々劇しくなるものにし
て肥満せる人のレントゲン像は常に不明瞭となれる
所以なり．故にレントゲン線の透過容積を縮小せしむ
れば身体線の発生を著しく制限し，肥満の人と 雖

いえども

明
瞭なる像を獲るに難からず．斯る装置をアルベルス，
シーンベルグが創めて案出し，所謂圧抵遮光円筒装置 
(Compressionsblende) の名称の下に広く用いられ，レ
ントゲン撮影技術上の進歩を促し今や頭部骨盤及び腎
臓の正確像を得るに成功せり．第六百一図は氏の圧抵
遮光円筒装置なり．此装置には種々の型世に行わる．
第六百二図は余の考案に係れるものなり．

撮影台

特殊撮影を用うるものあれども，普通診察台型にて
何等不便を感じぜず．唯普通寝台よりも脚足を高く表
面を平面となせば一層便利なり．通常撮影台上に横臥
して撮影するを可とす．之れ横臥すれば身体の動搖防
げばなり．

患者が撮影台に昇降する側と反対側に管球支持脚を
置く可し．患者が若し管球支持脚の側より昇降すれば，
誤りて管球支持脚に触れ管球を損傷する機会あり．

遮光裝置

レントゲン撮影に際し手指骨或は足骨の如きものに
は常に明白細微の像を獲るも，骨盤の如きは幾度かの
撮影を行うも毎常カブリを生じ像は朦朧となりて診断
の目的を途げ得ざるは，多少撮影に従事する者の遭遇
する所なり．其原因しては焦点の鋭小ならざりし為に
明瞭を欠く所あらん．然れども尚是れよりも重大なる
妨害の原因は二次線の影響なり．二次線には管球硝子
壁より発する所謂硝子線と，原始レントゲン線が透過
せる物体又は乾板或は其下敷等に当りて発する所謂身
体線となりて，此者が写真像不明ならしむべき主因な
り．

硝子線即ち管壁の光れる部を唯撮影に必要なる範囲
だけに制限すれば大部分の硝子線を除し得るものなり．
其制限には 鉛板如きレントゲン線不透過物質にて被覆
せる木板に任意の大さの円孔を穿ち，第五百九十九図
の如く此板 B を管球の付近に置けば遮光板を通過する
放射線は焦点より出ずる ab 線の他，僅かに O 部より
出ずる硝子線のみにして，爾余の硝子壁より放射せる
ものは此板にて遮断せられ，従って乾板上主放射線の
他，O面より出ずる ef の硝子線のみが作用せり．

斯の如く有害硝子線を制限するには円板即ち遮光板
を管球に近接して置くべし．其遮断口の小なる程有効
なれば，此遮断口を任意自在に縮小開大し得る虹彩装
置を施せば便利なり．而して硝子線を一層制限せんと
欲せば，遮光板に円筒を付加するにあり．該円筒は鉛
の如き不透過性物質にて製作す可し．今該円筒が硝子
線を制限するに一層有効なるを証明せんには第六百図

第五百九十九図 第六百図

第六百一図

第六百二図
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斯く圧抵遮光円筒以て撮影像鮮明ならしむるも，有害
なる二次線の影響絶無にはなし難し．ブッキー (Bucky)
は更に身体内に起れる二次線即ち所謂身体線除去せん
と欲し，第六百三図の如く銅板を格子形に組み合せた
る格子形遮光装置を作れり．今第六百四図の如く此遮
光装置 G を身体 K と乾板或は蛍光板との間に挿置すれ
ば，遮光装置付近に起れる大部分の身体線 S は格子に
よりて吸収排除せられ，格子の網目を通過し得る小量
の二次線が僅に作用するのみ．而して此格子は多少傾
斜し各傾斜の延長線は恰も管球焦点に向いて集注せる
が如く製造せらるヽが故に，中央のものは鉛直方向に
あれども周縁に向い漸次傾斜度を増加せり．従て原発
レントゲン線は格子の陰影を妨害すること多からず．

ブッキーは揚言して曰く，例え肥満せる人にても此格
子形遮光装置を用うれば影像は鮮明となり，是を用い
ざるものに比して遙に優り臓器の小運動と雖

いえど

も容易に
之を認め得と．第六百五図は同器を用いて撮影したる
写真なり．然れども此格子装置の不快なるは格子の形
が残ることなり．故にブッキーは此不利を除かんが為
に殊に透視の場合には格子を移動して検査物の陰影を
鮮になさんと企てたり．金網格子の大

おおき

さは種々あれど
も，六十糎平方のものを適とす．

ブッキーの考案はレントゲン技術上に進歩を促し
たるものなるが，就

なかんずく

中市
シ カ ゴ

俄古のホリス，ポッターは
一九一六年蜂巣状弓形の板膜を作り患者の下に置き，
放射時間内に一方他方に徐々に移行するものを作り，
曩
さ

きにブッキー氏による格子金網の陰影を避けること
に成功し，翌年之を改良し，更に一九二〇年一段の工
夫したるものが汎く今日に使用せらる．第六百七図は
其写真にしてブッキー・ポッターの撮影器として広く
知らる．ポッターの角形の長き字金の厚さ半粍，広さ
一 · 五糎のものを併べ，各間に四粍の厚き木片を隔と
して弓形に組立て，其凹面は管球に対向し六十乃至
六十五糎の径を保つ．第六百六図は此ものヽ写真なり．
放射中一定の速さを以て徐々に一方より他方に移動す．
其移動速度は任意に選定し得べし．移動の軌道は円柱

第六百三図

第六百四図

第六百五図

第六百六図

第六百七図
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軸に沿い恰
あたか

も管球焦点を軸とする運動なり．此厚板上
面に薄きアルミニユム板にて被覆せられて患者の横臥
に差支なからしむ．厚板の下には抽出ありて乾板を納
む．第六百八図は之等の関係を模形したるものなり．
此器によりてレントゲン像の鮮明度合を一層良好とな
し，曩

さ

きに撮影困難なりしと謂われた骨盤，軀幹，及
び頭蓋の造構は最も鮮明となり，骨系統のみならず軟
部も整然と現る．確にレントゲン撮影技能上に一大進
歩を促したり．但し此器を用うるに当りては，放射時
間の長きに涉ると，乾板周縁は遠ざかる為め多少陰影
像の拡大する嫌あるを免れず．

本器の一側面には厚板の移動速度を定むべき数字表あ
り．指針を此数字上置けば所望の移動速度となる．而
して板を動すには黒き紐を牽けばが可なり．移動の止
まるに先ち警鈴鳴るを以て放射を中止す．

瑞
スウェーデン

典のアケルルンド (Akerlund) はポッターの装置を
改良したり．即ちポ氏の弧形の厚板膜に代るに平面の
螺旋形膜を考案せり．之れにより中心と円周像とが常
に同一面上に在るを以て周縁の陰影を拡大せず，又放
射時間を短縮したるものなり．螺旋紐状鉛線にして，
厚さ〇 · 一粍，幅一糎長さ七十五糎のものを間隔二粍
にて，螺旋状に廻転し其間に布片を挿みて固定す．螺
旋の廻転を多くする為に四個のものを一中心に組合せ
たり．長径四十糎なり．第六百九図は螺旋の写真なり．
螺旋は中心軸上にて一定の方向に廻転す．軸の陰影は
一小点として映影するのみなれば，敢て写真像を妨害
せず．螺旋板上には金属製の薄板ありて之れを被蓋し
て患者の軀幹を保つ．乾板を容るることポ氏のものと
同様なり．而して本器に管球位置を予知すべき金筒装
置を付属し，円筒の上下端に二個の十字架あり．管球
焦点を十字架中心とが一致して鏡に写る位置に管球を
移動して中心を定む．この者は任意に取り離ち得．第
六百十図は其全景を示す．

第六百八図

第六百九図

第六百十図
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短時間或は迅速撮影は，小児不安の患者疼痛の甚しき
骨折脱臼，胃腸，心臓，肺臓の検査に行うものにして
一秒以内の短時間にて撮影す可し．此時間を計るには
所謂瞬間撮影時計を用うるを便とす．指針を該時計の
所望の秒数或は其分数上に置き，配電盤の抵抗を全部
去り，時計に通ずる電気開閉器を通じ置きて配電盤の
主開閉器を閉じれば，電流通じ X 線を放射し，指針は
進行し零に還帰するや自働的に主開閉器を切断して電
流を断ち放射を中止するものなり．第六百十三図のも
のは，ワップラ社製品なり．此撮影を行うには予め管
球の硬度を注意し，透視して適当なる陰影を呈せるも
のよりは一層低き即ち軟性となし置きて，一時に強く
負電せしむれば明暗の差異ある鮮明像を獲べし．然れ
ども透視に於て恰も陰影濃度を可とせる硬度にて強く
負電せしむれば硬度は其瞬間に一時に上昇し所謂硬性
管管球にて放射するものとなり，其照応度淡く明暗度
の少き像を作るものなり．通常瞬間撮影像の不結果を
訴うる者多くはこの注意を欠きし罪なり．

瞬間撮影の間は患者は絶対に安静を保ち呼吸を中止す
べし．迅速又，瞬間撮影には増感紙を用うることあり，
或は然らざることあり ( 増感紙章参照 )．

撮影放射

一般に撮影時間は像の鮮明を求め，患者の倦怠を避け，
器械の損失を減ずる為め短縮するを良とす．例えば手
足を撮影するに，乾板上に載く時間の少き程患者は静
粛を保ち，鮮明の影像を獲易きことは明かなり．神経
質の者は永く安定することに堪え難きことあり．一般
に放射撮影に際して放射時間を画一一定すること殆ん
ど不可能なり．蓋し距離を異にするに従いて管球の放
射力を異にし，又被検査部に菲厚あり，硬度に硬軟あ
れば仮

た と え

令放射時間を定むるも同一の結果を齋
な

す能わず．
放射撮影時間は機に臨み適応

撮影法を分ちて次の三種とす．

 普通時間撮影
 短時間或は迅速撮影
 瞬間撮影

瞬間撮影は一閃光を以て撮影するものなり．一秒の
五十分の一以下の時間に於て可動性臓器即ち胃腸，心
臓，横隔膜を撮影して端麗鮮明なる像を獲るにあり．
此法は活動写真撮影応用して良効を奏すれども未だ汎
く行れず．

普通時間撮影は今日各レントゲン室にて行うものにし
て，一秒乃至数十秒間放射時間にて撮影す．例えば手指，
前膊，足骨，下腿は三秒乃至三十秒にて，肘関節，上
膊．肩胛，膝蓋，股関節は十五秒乃至六十秒にて，頭部，
骨盤は四十秒乃至百秒に撮影するなり．

撮影に於ける時間は，前述の如く決定的に謂い能わざ
るものなるが，ゴホットは放射時間を距離と乾板の大

おおき

さより計算し，乾板の長さ ( 糎 ) の三倍数を放射時間
とせり．例えば乾板の四十対五十糎のものには五十秒
乃至百五十秒間，乾板の三十対四十糎のもには四十秒
乃至百二十四秒間，乾板の二十四対三十糎のものには
三十秒乃至九十秒間となせり．ライニーゲル会社は第
六百十一図に示せるが如き尺度を作り，管球乾板距離，
硬度，局部の厚さ，ミリアムペアの数字を相一致せし
最後の数字を以て放射時間となせり．

島津製作所も亦之を模擬せる放射時間表を作れり．其
使用法次の如し．島津計算盤の使用はまず焦点乾板距
離及び被検局部の厚さを測り，管球硬度を調

えら

ぶ．但し
ウェーネルト硬度計を以てす．最後に管球電流の強さ 
( ミリアムぺア数 ) を読み次に此計算盤に於て焦点乾板
距離の度目数と被検局部の厚さの度目数とを合せ此位
置に於て管球硬度数に管球電流数の度目を合し，第三
円盤上の小児大人 ( 弱中強 ) 上に指針を置けば第一円
盤に於ける撮影時間数を指示するを以て，此時間を以
撮影時間となせば可なり．但し概算的なものなれば須
く経験を要す．

第六百十一図

第六百十二図

第六百十三図
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右表の使用は例えば肘関節の十糎厚きものを管球焦点
乾板間三十糎の距離にて撮影せんには，管球の移動間
隔を二 · 四となせば可なり．即ち正中線位置より左右
に各一 · 二糎ずつ移動して放射するにあり．

ロライ (Lorey) は 管球の移動位置を容易に定むる装
置を案出せり．即ち第六百十四図如く管球位置を移動
すると共に管球，焦点方向も廻転し，其正中線が乾板
上に於て常に一点に会合せしむることとなせり．其廻
転度合は焦点と乾板との距離により多寡あり．焦点乾
板距離の遠き程に廻転度寡く，近き程多し．氏は此関
係を実地上に応用せんが為め管球挿み板との廻転を同
一になせり．今第六百十五図の如く K は焦点 , A は挿
み板とし写真乾板を DCE となす．挿み板の B 点より長
き指針 BC が垂直せり．即ち指針は正中線方向を示せ
るものにして，其尖体 C を乾板に接触せしむ．今管球
を廻転移動し其正中線が常に C 点に在る位置を求むべ
し．此際注意すべきは管球軸と挿み板とは並行に置き，
且つ又管球を正しく正中線位置に予め定め置くを要す．
第六百十六図は其装置なり．然れども此装置の応用僅

立体的写真撮影

両眼の共同作用によりて空間に存在せる物体を吾人は
立体として認識せるも若し一眼のみにては平面像を作
るものなり．唯多年の練習により立体感覚は平面像を
も立体感念として修得するなり．

立体的写真撮影は米国に於て夙
つと

に行れたるが，独逸
に在りては近来大

おおい

に研究を進め米に範を採れる所多し．
而して欧洲戦役に際し体内異物の探索に此方法を用い
頗
すこぶ

る進歩を示せり．

吾人日常の撮影するレントゲン像は平面像なるが，立
体写真の原理に基きて之を立体像に改換し得べし．吾
人の両眼が相隔り居ることは物体を種々の角度にて観
るものにして両眼の瞳孔間距離は六 · 五乃至七糎なり．
今レントゲン管球の焦点を以て吾人の眼球と仮定して，
第一回の撮影後六 · 五乃至七糎の間隔距離に焦点位置
を移し更に第二回の撮影を施すなり．換言すれば同一
物体を同一面上に安置し，異りたる焦点位置より二枚
乾板に二回の撮影を施すにあり．此際第一回及第二回
の放射中心 ( 焦点 ) 位置は六 · 五乃至七糎を隔つるもの
なのなり．然れども物体の位置は毫も移す可らず．乾
板は撮影毎に之を交換する必要あるも物体動す可から
ざるが故に特別の取枠を作り，恰も抽出しの外廓の如
きものを作り側面より乾板の出入を講ずれば，物体を
毫も動かさずして容易に乾板を交換し得るなり

管球焦点を六 · 五乃至七糎推移するには，先ず通常撮
影の如く焦点位置即ち正中線の中心位置を定め，之れ
より左方及び右方に各半距離ずつ推移して二回撮影を
施すなり．近時米国於て立体像撮影用管球支持脚を案
出し，瞬間撮影の場合は電気的装置により乾板を迅速
に交換し得るものを専用せり．

管球の移動距離，焦点乾板間距離及び被検体の厚み
にも関係ありて幾何学的数式により定めざる可からず．
マリー (Marie) 及びリボー (Ribo) 両氏の調査せし焦点
移動距離表を紹介せん．

物 体 の 厚 み
( 糎 )

乾板焦点間距離 ( 糎 )
20 30 40 50

管球を動かすべき距離 ( 糎 )
2 4.4 9.6 16.2 -
4 1.7 5.4 8.8 13.5
6 1.4 3.6 6.1 9.3
8 1.2 2.8 4.1 7.3
10 - 2.4 4.0 6.9
15 - 1.8 2.9 4.3
20 - 1.5 2.4 3.5
25 - 1.3 2.1 3.0
30 - 1.2 1.9 2.4

第六百十四図 第六百十五図

第六百十六図
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に頭部撮影に適するのみにして他の撮影不便多ければ，
氏は更に指針を挿み板に直接付着せずして第六百十七
図の如く挿み板より支腕出し，此者に指針を付し，所
謂並行描写法を採用し，CD 指針の D 点に合せば管球
正中線は正しく乾板上に於て一点に会合するものなり．
第六百十八図は実際上の裝置を示せるものにして管球
の廻転は空気圧によりて之を定め又之を矯正し得．

立体写真撮影法に於ては体位を決して乱さずして乾板
を交換するを要す．殊に瞬間撮影の場合に於ては迅速
に之を行わざるべからず．第六百十九図はローゼンター
ルの考案せし乾板交換装置にして，下部に在る電気ボ
タンを押せば第一回に撮影せられし上部の取枠は下降
し，準備せられたる下部に在る取枠は上昇して第一板
の位置と交換す．而して管球に通ずる電流の開閉も迅
速に行うことを要す．ザイフェルトは第六百二十図の
如く二重瞬間撮影時計付装置を作れり．

斯くの如くにして撮影せし乾板は更に縮小し立体鏡装
置を施して視るものなり．但し，管球を左になして撮
影じたるものは左に，又管球を右に於きて撮影しもの
はを右に置かざる可らず．彼の普通立体写真の如く左

第六百十七図

第六百十八図

第六百十九図

第六百二十図

右を混同せば，其像は恰も後面より窺視するものとな
るなり．左右側を誤らざれば放射面より視るものとな
れり．

レントゲン乾板を一々縮小して之を視るは大
おおい

に煩雑
の批難を免れず．故に原板を以て直ちに立体的観察
を得るを便とす．之を行うには第六百二十一図のヘ
ゲネル (Hegener) の観察函を用いて視るを便とす．第
六百二十二図は其説明図にして，B は乾板，S は鏡，A
は眼球にして，一眼にて乾板を直接に，他眼にて鏡の
映像を視るものなり．其他第六百二十三図の如きウエ
ストン (Wheaston) の二重鏡を用うるも可なり．
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中村登 ，中沢美志郎両学士 ( 千葉医大 ) は， 実体写真
撮影に就き第六百二十四図の如く第一位摂影時と第二
位撮影時の管球移動距離は左右瞳孔距離に一致して六
乃至七糎とし，何れも明視距離 ( 二十五糎 ) 以上とす．
但し五十乃六十糎を限度とす．而して第一位及び第二
位撮影の管球放射中心線は，乾板上の一点に会する如
く傾斜せしむ．即ち互に管球は中心線に向き合う如く
相反する方向に傾斜するものと論じ，之を詳記してレ
ントゲン管球を一定の高さ，例えば五十乃至六十糎に
て水平位に置きたるとき，正中線が乾板中心より約三
糎隔たる一点に落し，更に管球を少しく傾斜し正中線
を乾板中心に放射する如く固定す．六十糎の距離に於
て約三度傾斜するものとして第一回撮影を行い，続い
て管球を水平位にて約六糎半移動し，しかも全く反対
の方向に傾斜し，前回と同様にして第二回撮影を施す．

第六百二十五図の如く，更に管球位置を同一となし，
物体及び乾板とを共に傾斜するも可なり．此方法にて
は，始め管球正中線を乾板中心に落下せしめ，次で物
体を乾板上固定せるまヽ傾斜し，乾板中心より てたる
垂線が，始管球位置より約三糎側方を通過せしめら第
一位撮影を行い，更に之れと逆の位置に乾板を傾斜せ
しめて第二位撮影 7 施す．焦 乾板距離六十 に於傾斜
角度約三度とす．

第六百二十一図

第六百二十二図

第六百二十三図

第六百二十四図

第六百二十五図

更に第六百二十六図の如く第三には管球原位にて傾斜
し物を移動するも可なり．即ち第一位撮影の乾板中心
と第二位撮影の乾板中心距離を約六・五糎とす．而し
て両位乾板中心距離の中点立ちたる垂線上に管球焦点
を固定して，各反対方向に管球を傾斜せしめ，正中線
を乾板中心に向け放射する操作を行うなり． 即ち乾板
中心より約三・二五糎内方に偏りたる点の垂直線上に
管球を固定し次に管球を傾斜して正中線を乾板中心に
放射して第一位撮影を行う．更に物体を乾板上に静止
のまま内方へ六・五糎移動し，管球を反対方向に傾け
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正中線を同様乾板中心に投じて第二位撮影とす．六十
糎の距離に於ては管球傾角度を三度す．

尚両氏は軽便にして廉価なる実体鏡を製作せり．第
六百二十七図は構造の雛型なり．其使用は影像を並列
し，右眼位撮影像は右眼にて，左眼位像は左眼に観る
べきものとす．而して両氏のものは原乾板を直接観察
するものにして，両写真中心距離を大となし，四個の
鏡を使用せり．而して撮影の管球距離と同間隔に実体
鏡眼乾板間を保つ．

第六百二十六図

第六百二十七図

第六百二十八図

デサウエルは蛍光像を直ちに立体像として観察せるを
装置作れり，第六百二十八図は其装置なり．即ち怪象
盤を同期電動機にて操作するものにして，此同期電機
は怪象盤を管球電流回路に於ける電期転換と週律的に
運転して交換的に蛍光板上に像を現わさしむるなり．
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